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おおたこうれん

浅川先生の講義に聴き入る子供たち

街
の
木
々
が
赤
く
色
づ
き
、
秋
の
深
ま

り
を
感
じ
さ
せ
る
10
月
22
日
。
大
田
区
と

大
田
工
業
連
合
会
（
当
会
）
は
東
京
都
立

産
業
技
術
高
等
専
門
学
校
品
川
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、「
秋
の
ロ
ボ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
た
。「
I
o
T
基
礎
L
a
b
．
f
o
r

J
u
n
i
o
r
」「
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
っ
て

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
よ
う
」
と
銘

打
つ
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
田
区
在
住
在
学

の
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
２
年
生
ま
で
の

子
供
た
ち
が
対
象
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

カ
ー
の
製
作
と
専
用
ソ
フ
ト
の
操
作
を
通

じ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
を
学
べ
る

イ
ベ
ン
ト
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
長
ら
く
中
止
と
な
っ
て

い
た
が
、
感
染
状
況
が
一
段
落
し
て
い

る
た
め
、
万
全
の
対
策
を
施
し
た
上
で
、

２
０
１
９
年
以
来
３
年
ぶ
り
に
開
か
れ

た
。
高
倍
率
を
く
ぐ
り
抜
け
て
当
選
し
た

20
名
が
参
加
し
た
。

　
会
の
冒
頭
、
大
田
区
産
業
経
済
部
工
業

振
興
担
当
で
あ
る
古
川
雅
章
課
長
が
あ
い

さ
つ
。「
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
大
田
区

は
も
の
づ
く
り
の
町
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
町
工
場
の
数
や
稼
い
で
い
る
お
金
も

東
京
で
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
す
。
も
の
づ
く

り
と
い
う
と
、
金
属
を
加
工
す
る
こ
と
を

想
像
し
ま
す
が
、
そ
れ
の
前
段
階
で
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
も
の
づ
く
り
の
一
環

で
す
。
本
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
も
の
づ
く

り
を
学
び
、
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

 

セ
ミ
ナ
ー
は
同
校
の
浅
川
澄
人
先
生
が

指
導
役
、
高
専
の
５
年
生
た
ち
が
サ
ポ
ー

ト
役
と
な
り
進
行
し
た
。
子
供
た
ち
は

ニ
ッ
パ
ー
や
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
い
な
が
ら

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ロ
ボ
ッ

ト
カ
ー
「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
Ｂ

Ｏ　
Ｌ
ｉ
ｔ
ｅ
（
コ
ロ
ボ

ラ
イ
ト
）」
を
組
み
立
て

た
。
同
キ
ッ
ト
は
光
セ
ン

サ
ー
と
モ
ー
タ
ー
を
２
個

搭
載
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な

ロ
ボ
ッ
ト
。
コ
ネ
ク
タ
ー

の
差
し
替
え
だ
け
で
セ
ン

サ
ー
位
置
を
変
更
で
き
、

障
害
物
検
出
カ
ー
、
床
検

出
カ
ー
、
ラ
イ
ン
ト
レ
ー

ス
カ
ー
と
し
て
制
御
を
楽

し
め
る
の
が
特
徴
だ
。
組

み
立
て
た
後
は
専
用
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
使
い
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
行
っ
た
。

 

教
室
の
隣
に
用
意
さ
れ

た
コ
ー
ス
で
、
ロ
ボ
ッ
ト

カ
ー
の
テ
ス
ト
走
行
が
行

わ
れ
た
。
最
初
か
ら
う
ま

く
い
く
ロ
ボ
ッ
ト
は
少
な

く
、
床
の
ホ
コ
リ
や
別
の

模
様
を
コ
ー
ス
ラ
イ
ン
と

し
て
認
定
し
て
、
あ
ら
ぬ

方
向
に
行
く
ケ
ー
ス
も
多

か
っ
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
を
手

に
し
た
子
供
た
ち
は
、
鼻
の
穴
を
膨
ら
ま

せ
て
コ
ー
ス
を
走
ら
せ
、
失
敗
す
る
と
、

ロ
ボ
ッ
ト
カ
ー
を
掴
ん
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
に
戻
り
、
何
度
も
コ
ー
ス
に
挑
戦
し

た
。
先
生
た
ち
の
協
力
を
得
て
セ
ン
サ
ー

の
感
度
や
モ
ー
タ
ー
の
回
転
ス
ピ
ー
ド
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
調
整
し
、
ロ
ボ
ッ
ト

が
コ
ー
ス
を
回
る
よ
う
に
な
る
と
、
子
供

た
ち
の
顔
に
は
自
信
に
満
ち
た
笑
顔
が
浮

か
ん
だ
。

 

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域
の
子
供
た
ち
に

も
の
づ
く
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
楽
し

さ
を
伝
え
る
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
会
場

で
あ
る
都
立
産
技
高
専
に
と
っ
て
は
、
も

の
づ
く
り
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
自

ら
の
存
在
を
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
で
も
あ
る
。

今
回
の
授
業
で
サ
ポ
ー
ト
役
を
務
め
た
高

専
５
年
生
の
永
田
惇
さ
ん
は
、十
数
年
前
、

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
に
生
徒
と
し

て
参
加
し
て
い
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

室
を
き
っ
か
け
に
産
技
高
専
の
存
在
を
知

り
、
入
学
に
至
っ
た
と
い
う
。
今
回
の
教

室
を
き
っ
か
け
に
産
技
高
専
で
学
ぶ
子
供

た
ち
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
当
会

の
活
動
が
子
供
た
ち
と
産
技
高
専
を
結
ん

だ
縁
に
、
暖
か
い
も
の
を
感
じ
ず
に
は
い

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
秋のロボットセミナー＠都立産技高専
コロナ乗り越え３年ぶり開催

楽しげにトライアンドエラーを繰り返す

教材に使った KOROBO Lite

令
和
４
年
度
優
良
従
業
員
表
彰
者

10
月
24
日(

月)

開
催
の
当
会
正
副
会
長
会

に
お
い
て
左
記
４
名
の
方
の
受
賞
が
決
定

致
し
ま
し
た
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

堀
口　
幸
裕 

株
式
会
社
三
桂
製
作
所 

 

蒲
田
工
業
協
会

伊
島　
和
則 

株
式
会
社
昭
和
製
作
所

 
(

一
社)

大
森
工
場
協
会

鈴
木　
一
壽 

株
式
会
社
伊
和
起
ゲ
ー
ジ

 

工
和
会
協
同
組
合

小
池　
誠 

株
式
会
社
伊
和
起
ゲ
ー
ジ

 

工
和
会
協
同
組
合
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2022

ニュープランのパター試打も人気を集めた

体験を通じてものづくりの面白さを学ぶ

ワーク・ライフ・バランスセミナーを開催します

ム
ソ
ー
工
業
㈱
な
ど
14
社
が
パ
ネ
ル
を

展
示
し
た
。

家
族
で
来
場
し
た
、
小
学
２
年
生

の
藤
原
悠
貴
さ
ん
は
「
面
白
か
っ
た
。

ま
た
来
た
い
」
と
笑
顔
を
弾
け
さ
せ

た
。
弟
の
輝
一
さ
ん
は「
楽
し
か
っ
た
。

ち
ょ
っ
と
難
し
か
っ
た
け
ど
」
と
は
に

か
ん
だ
。

来場者に町工場の魅力を伝える小松社長

ま
ち
こ
う
ば
が
や
っ
て
く
る
！

町
工
場
と
直
接
交
流
で
き
る
展
示
会
、開
催

お
お
た
コ
マ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
11

月
３
日
13
時
30
分
か
ら
、
大
田
区
立
消

費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
２
階
大
集
会
室

で
、「
第
５
回　
ま
ち
こ
う
ば
が
や
っ

て
く
る
！ 

２
０
２
２　
町
工
場
と
直

接
交
流
で
き
る
展
示
会
」（
共
催
：
大

田
区
、

（一社）
大
森
工
場
協
会
、
お
お
も
り

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）
を
開
催
。
44
名

が
来
場
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、

（一社）
大
森
工
場
協

会
の
柳
沢
重
幸
会
長
が
あ
い
さ
つ
。「
本

イ
ベ
ン
ト
が
町
工
場
の
人
材
確
保
に

つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
れ
ば
幸
い
。

色
々
な
こ
と
を
質
問
し
、
町
工
場
の
魅

力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
述
べ
た
。

続
い
て
来
賓
挨
拶
と
し
て
、
大
田
区
産

業
経
済
部
の
山
田
良
司
部
長
に
マ
イ
ク

が
わ
た
る
。
山
田
部
長
は
「
最
近
大
阪

や
沖
縄
に
出
張
に
行
っ
た
が
、
各
地
の

産
業
集
積
地
は
大
田
区
と
連
携
し
た
い

と
言
っ
て
い
る
。
で
き
な
い
こ
と
を
で

き
る
よ
う
に
、
区
と
し
て
全
力
を
尽
く

す
」
と
言
葉
に
力
を
込
め
た
。

ブ
ー
ス
展
示
を
行
っ
た
の
は
㈱
上

田
製
作
所
、
㈱
エ
ポ
ゾ
ー
ル
、
㈲
岸
本

工
業
、
小
松
ば
ね
工
業
㈱
、
㈲
関
鉄
工

所
、
㈱
善
大
工
業
、
㈲
東
蒲
機
器
製
作

所
、
㈱
ニ
ュ
ー
プ
ラ
ン
、
㈱
平
川
製
作

所
（
五
十
音
順
）
の
９
社
。
各
社
は
自

社
製
品
や
加
工
品
の
サ
ン
プ
ル
を
並

べ
、
Ｐ
Ｒ
動
画
を
流
す
な
ど
し
て
、
自

社
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
や
家
族
な
ど
多

く
の
人
が
来
場
。
各
ブ
ー
ス
で
は
、
町

工
場
の
技
術
に
驚
嘆
す
る
声
が
溢
れ

た
。初

出
展
し
た
小
松
ば
ね
工
業
の
小

松
万
希
子
社
長
は
「
初
め
て
参
加
し
た

が
活
気
に
驚
い
た
。
当
社
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
入
社
に
繋
が
っ
て
も

ら
え
れ
ば
あ
り
が
た
い
」
と
コ
メ
ン

ト
。
同
じ
く
初
出
展
で
あ
る
ニ
ュ
ー
プ

ラ
ン
は
、
自
社
製
品
で
あ
る
ゴ
ル
フ
の

パ
タ
ー
を
展
示
。
ブ
ー
ス
前
に
設
置
さ

れ
た
パ
タ
ー
マ
ッ
ト
で
は
、
来
場
者
が

試
打
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
遠
藤
宏
社

長
は
「
試
打
し
た
皆
さ
ん
か
ら
打
音
が

気
持
ち
よ
い
と
感
想
を
頂
け
た
。
来
年

も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
い
」
と

笑
顔
を
浮
か
べ
た
。

関
鉄
工
所
、
東
蒲
機
器
製
作
所
の

ブ
ー
ス
で
は
、
加
工
品
の
サ
ン
プ
ル
を

展
示
。
エ
ポ
ゾ
ー
ル
は
、
独
自
技
術
で

あ
る
デ
ィ
ッ
プ
成
形
（
予
熱
し
た
金
型

を
樹
脂
の
中
に
入
れ
て
成
型
す
る
技

術
）
を
施
し
た
サ
ン
プ
ル
を
並
べ
た
。

善
大
工
業
は
木
製
の
機
構
工
作

キ
ッ
ト
を
展
示
。福
富
善
大
社
長
は「
ま

ち
こ
う
ば
が
や
っ
て
く
る
！
に
は
初
回

か
ら
参
加
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
が
機

構
工
作
キ
ッ
ト
に
触
れ
る
こ
と
で
も
の

づ
く
り
を
好
き
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
幸

い
だ
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

平
川
製
作
所
は
パ
イ
プ
曲
げ
加
工

品
、
岸
本
工
業
は
樹
脂
の
加
工
品
を
紹

介
し
た
。
上
田
製
作
所
は
、
事
業
を
紹

介
す
る
資
料
を
並
べ
た
。
そ
の
ほ
か
、

　大田区では、令和５年１月25日（水）午後２時から大田区役所本
庁舎にて、企業向けワーク・ライフ・バランスセミナーを開催します。
　区内で活躍されている社会保険労務士を講師にお迎えして、
令和３年６月に改正された「育児・介護休業法」の改正内容などに
ついてお話しいただきます。

　申込方法や参加方法などは、区のホームページやチラシなどで
お知らせしていきます。ぜひご参加ください。

大田区 総務部 人権・男女平等推進課
　　　　電話　03－5744－1610
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業
種
や
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
多
く

の
企
業
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
当
会
会
員

企
業
に
お
い
て
も
例
外
な
く
サ
イ

バ
ー
攻
撃
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
当

会
会
員
企
業
約
30
社
の
10
月
ま
で
の

サ
イ
バ
ー
攻
撃
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　
月
に
よ
っ
て
上
下
は
あ
る
も
の
の
、

全
体
と
し
て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
特
に
10
月
で
は
、
こ

こ
1
年
で
最
も
攻
撃
件
数
が
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
9
割
以
上
は
、
当
該
企

業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
不
正
侵
入
を

試
み
る
も
の
で
、本
サ
ー
ビ
ス
に
よ
っ

て
攻
撃
を
遮
断
し
て
お
り
ま
す
が
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
の
パ
ッ
チ
適
用

も
強
く
推
奨
い
た
し
ま
す
。

 　
こ
の
パ
ッ
チ
適
用
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
事
故
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
で
も

大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
、
10
月
31

日
の
大
阪
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
事
故

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

事
故
で
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
委

託
を
受
け
て
い
た
給
食
提
供

サ
ー
ビ
ス
会
社
が
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
器
の
パ
ッ
チ
適
用

を
し
て
お
ら
ず
サ
イ
バ
ー
攻

撃
を
受
け
て
ウ
イ
ル
ス
感
染

し
、「
踏
み
台
」
と
さ
れ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
、
医
療
セ

ン
タ
ー
に
ま
で
ウ
イ
ル
ス
感

染
が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
り
電

子
カ
ル
テ
な
ど
が
全
面
停

止
し
、
手
術
や
外
来
診
療

も
一
時
停
止
す

る
事
態
と
な
っ

た
ほ
か
、
院
内

Ｐ
Ｃ
の
約
半

数
（
１
３
０
０

台
）
に
も
感
染

が
拡
大
し
て
い

る
恐
れ
が
あ
り
、

完
全
復
旧
は

２
０
２
３
年
１

月
と
社
会
的
に

も
甚
大
な
影
響

を
与
え
て
い
ま

す
。

 　
当
会
会
員
企

業
は
、
先
端
技

術
に
よ
る
も
の

づ
く
り
に
強
み

を
持
っ
て
お
り
、
病
院
や
イ
ン
フ
ラ

事
業
者
と
も
取
引
が
あ
る
企
業
が
多

い
た
め
、
皆
様
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
不
備
が
病
院
や
イ
ン
フ
ラ
、
ひ
い

て
は
国
民
の
命
や
生
活
に
影
響
を
与

え
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
強
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
大
田
工
業
連
合
会
（
当
会
）
と
大
田

区
産
業
経
済
部
産
業
振
興
課
は
11
月
13

日
、
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
P
ｉ
O
の
６

階
C
会
議
室
で
「
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
室
」
を
開
い
た
。
教
室
の
開

始
に
あ
た
り
、
当
会
の
西
川
恭
子
事
務

局
長
は
「
大
田
区
は
も
の
づ
く
り
の
町

で
あ
り
、
そ
の
技
術
は
世
界
に
も
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
も

の
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
、
Ａ

Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
日
学
ん
だ
皆
さ
ん
に
、
大
田
区

の
も
の
づ
く
り
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
挨
拶
。
教
室
は
午
前

と
午
後
に
行
わ
れ
。
午
前
の
回
に
は
区

内
の
小
学
３
年
生
か
ら
中
学
１
年
生
ま

で
14
名
が
参
加
し
た
。

 　
教
材
と
し
て
使
っ
た
の
は
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
マ
イ
ク
ロ
ブ
リ
ッ
ク
社

が
発
売
す
る
小
型
の
教
育
用
プ
ロ
グ
ラ

マ
ブ
ル
ロ
ボ
ッ
ト
「
エ
ジ
ソ
ン
」。
世

界
的
な
発
明
家
の
名
前
を
冠
し
た
同

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
低
価
格
な
が
ら
２
つ
の

モ
ー
タ
ー
、
４
つ
の
セ
ン
サ
ー
を
搭
載

し
た
本
格
派
の
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
ロ

ボ
ッ
ト
だ
。
講
師
は
株
式
会
社
ビ
ー
ト

ラ
ン
ス
の
原
田
洋
一
代
表
取
締
役
が
つ

と
め
た
。

 

エ
ジ
ソ
ン
の
性
能
と
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
す
る
講

義
を
終
え
る
と
、
Ｓ
字
型

の
コ
ー
ス
を
走
ら
せ
る
障

害
物
競
走
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
。
直
進
す
る
時
間
（
距

離
）、
旋
回
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
が
合
わ
な
い
と
、
エ
ジ

ソ
ン
は
壁
に
ぶ
つ
か
り
止

ま
っ
て
し
ま
う
。
子
供
た

ち
は
止
ま
っ
た
エ
ジ
ソ
ン

を
掴
む
と
再
び
机
に
戻
り
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
修
正
。

積
極
的
に
何
度
も
コ
ー
ス

に
挑
み
、
多
く
の
子
が
障

害
物
コ
ー
ス
を
ク
リ
ア
し

た
。
中
学
１
年
生
の
上
村

朋
義
さ
ん
は
「
左
右
に
曲

が
る
秒
数
を
調
整
し
、
直

角
に
曲
が
る
に
は
０・３
７

秒
が
適
切
だ
と
気
付
い
た
。

面
白
か
っ
た
の
で
、
機
会

が
あ
れ
ば
ま
た
参
加
し
た

い
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

２０２２
ロ ボ ッ ト
プ ロ グ ラ ミ ン グ
教 室 開 催

挨拶する西川事務局長

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

でのウイルス検知数 での不正通信遮断数

Ｐ
Ｃ
で
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
数

Ｎ
W
で
の
不
正
通
信
遮
断
数

エジソンの性能について説明する原田講師

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ラ
ム

〈〈〈〈 

病
院
が
サ
イ
バ
ー
攻
撃
被
害
者
に

 

〉〉〉〉

サイバー攻撃件数の推移
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今年の夏から秋にかけては、様々
なイベントを、「3年振り」の見出し
を付けて無事に実施することが出来
ました。特に子ども達を対象としたイ
ベントは感染症対策にプレッシャー
がかかりながらも、その笑顔を見ると
実施して良かったと、こちらまで嬉
しい気持ちで一杯になりました。工
場見学やものづくり教室にご協力い
ただいた企業・学校等関係者の皆様
に改めて厚く御礼申し上げます。引
き続き、健やかに事業の実施が出来
ますよう、ご協力頂ければ幸いです。
さて、最近、当会のホームページ

をご覧になった方からお問合せメー
ルが届くことが多くなりました。先
日は、テレビ局の関係者から忍者の
忍術書を基にした「道具」を作製
できないかとの熱いご依頼や、介護
に関する切実な試作開発など内容は
様々です。もちろん、事務局はもの
づくりに関して素人なので、会員企
業の方々にご相談させて頂く機会も
増えました。その都度、真摯にご依
頼者の立場に立ち、「何とか出来ない
か」を第一に話に乗って頂いており
ます。次はどのような依頼が来るの
か楽しみでもあり、皆様の本業の手
を止める後ろめたさも感じつつ、出
来上がった製品が誰かの役に立つな
らこんな嬉しいことはありません。
これらが区内企業の活性化に繋がる
ものと期待しておりますので、ご相
談させて頂く際には何卒よろしくお
願いします。

第15回事務
局から

やさしい図面の見方講座（2回目）
当講座では、日本工学院専門学校様のご協力をいただき、図面の役割、投影の方法各種記号など図面を見る上で基礎となる知識を習得します。
日   　　 時  令和5年2月14日(火)・15日(水)・16日(木)・20日(月)・21日(火)（全5日間）※講座時間はいずれも、午後6時30分～9時30分
対  象  者  金属加工業や機械工業等に従事し、図面に関する基礎的な知識の習得を必要とする方
 ※原則として大田区在住または在勤の方を対象とします。
会   　　 場 日本工学院専門学校　蒲田キャンパス 大田区西蒲田5-23-22　（JR蒲田駅西口より徒歩3分）
講   　　 師  日本工学院専門学校　岡崎先生 他
定   　　 員 30名（抽選制）
受  講  料  会員：5,０００円 ・ 非会員：6,０００円 (いずれも教材費等込)
申 込 〆 切  令和5年1月20日（金）
申込・問合せ先 専用の応募用紙にてお申込み下さい。
 応募用紙は大田工業連合会(TEL3737-0797)にお問合せの上入手して下さい。
一般社団法人 大田工業連合会事務局　TEL：03-3737-0797　FAX：03-3737-0799

当会のホームページからもお申し込み頂けます。　　 
ホームページ　https://ootakoren.com/　  

　大田工業連合会青年部は１０
月１４日１８時３０分から、大
田区産業プラザＰｉＯ６階Ｃ会
議室で、東京理科大学経営学研
究科技術経営専攻（ＭＯＴ）の
岸本太一博士を招き講演会を開
催した。理科大ＭＯＴとは社会
人が通うビジネススクール。
様々な職種、職位、年齢層、所
属業会の実務家が学生となって
２年間学ぶ経営学の大学院だ。
当日はリアルとオンラインのハ
イブリッドで開催し、会場に
１８名出席、オンラインで９名
が視聴した。
 
　岸本先生は、現在、理科大ＭＯＴの卒業生を
交え中小企業の戦略に関する共同研究プロジェ
クトを進めている。メンバーは現役の中小企業
経営者４名、中小企業診断士と志望者計４名、
中小企業の幹部経験者と候補者計４名と学者４
名だ。メンバーの現役経営者が実際に行った戦
略革新を題材とし、２、３週に１回のペースで
研究会を開催している。被研究対象である経営
者本人を交えて研究をするのが特徴で、岸本先

生は「手術する
医者と患者が一
緒に研究してい
るようなもの」
とユニークさを
表現する。
 
　同プロジェク
トはスタートし
て１年半が経過
しており、今回
の講演会では、
その中間成果を
発表した。「そ

もそも戦略とは何でしょうか。戦略は小難しい
ものではなく、実は身近な意思決定なのです」
と岸本先生は語る。戦略とは顧客セグメントや
製品やサービスのラインナップなどのポジショ
ニングを決めることであり、岸本先生らの研究
によると、参加した４人の経営者は、代替り前
後で戦略を大きく変えていたという。なぜ代替
り期に戦略革新が必要となるのか。その理由は
先代の全盛期とは取り巻く環境が大きく変化し
ているからであり、先代と後継では保有する技
術や能力の一部、そして目指すゴールが変わっ
ているからだ。
 
　先代から後継者への代替り期における戦略の
革新。それを成功させるための意外な王道とし
ては、先代のポジショニングのリノベーション
（今までの大枠は踏襲しつつ、かなりの部分を
改変すること）や先代経営者による事前の仕込
みなどが重要と説く岸本先生。
　多くの話は具体論を交えつつ語られた。講演
会に参加した青年部のメンバーはそれぞれの会
社の状況が先生の話にどう当てはまるかを考え
ながら、熱心に耳を傾けていた。

青年部講演会を開催、東京理科大学岸本太一博士
中小企業の戦略革新による進化

「代替り」を契機とした「戦略リノベーション」の勧め

岸本太一先生


